
 

 

「想像力」研究会 
 

総合人文科学研究センター研究部門 

「現代社会における『想像力』の総合的研究」 

2019 年度第 1 回研究会 

 

フィールドワークの現場で／から 

ローカルなつながりを想像する営みについて考える 

 

日時：2019 年 4 月 26 日（金）18 時 30 分から 20 時 15 分 

会場：早稲田大学戸山キャンパス 33 号館 16 階、第 10 会議室 

 

報告者：飯塚真弓（招聘研究員） 

「ローカル・ナショナリズムと想像力」 

南インドのヒンドゥー寺院と州政府による寺院管理権をめぐる法廷抗争を事例に、当該地域における

共同体意識、ナショナリズムの形成や維持にかかわる言語行為やその役割に着目し、民族、カースト

集団、宗教空間に作用する集合的な想像力について考察する。 

 

報告者：大坪聖子（招聘研究員） 

「文化遺産と想像力 —ラオス南部ワット・プー遺跡地域の事例から-」 

現在も伝統生活を営むラオス南部ワット･プー遺跡地域では、世界遺産に登録された 2001年以降、観

光開発が急激に進められ、遺跡に暮らす人々の村が分断され、一部のコミュニティが消滅するといっ

た現象が起きている。また人の往来に伴い外界の接触により価値観の多様性が生まれ、さらには貨幣

経済の影響による伝統生活の変容や伝統文化の崩壊が危惧されている。しかしこの地域には文化遺産

を守る役割があり、子孫に伝承していく使命がある。以上のことから本発表では、伝統社会におけ

るグローバル化の諸問題を上げ、先祖伝来の固有の文化を守り、また子孫へ伝えていくという

未来を読む「想像力」の重要性を述べ、さらには「再生の道」を提示したいと考えている。 

 

コーディネータ：國弘暁子（本学准教授） 

 

 

付記：この研究会は公開で行われますので、どなたにもご参加いただけます。 

連絡先：御子柴善之研究室（mikoyuki@waseda.jp） 


